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衆
議
院
議
員
田
村
貴
昭
君
提
出
旧
共
済
年
金
受
給
者
で
退
職
後
に
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
者
の
年
金
受
給
権
の
保
障
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
田
村
貴
昭
君
提
出
旧
共
済
年
金
受
給
者
で
退
職
後
に
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
者
の
年
金
受
給
権
の
保
障
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

六
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
者
に
対
し
て
は
、
当
該
受
給
権
の
裁
定
を

行
う
日
本
年
金
機
構
及
び
各
共
済
組
合
等
に
お
い
て
、
年
金
請
求
書
等
の
送
付
に
よ
る
裁
定
請
求
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
旧
共
済
厚
生
年
金
・
・
・
の
裁
定
後
に
、
は
じ
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
」
し
、
六
十
五
歳
に
達

し
た
日
の
翌
日
以
後
に
第
一
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
に
お
け
る
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
者
に

対
す
る
お
尋
ね
の
「
受
給
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
」
及
び
「
未
請
求
の
事
実
を
通
知
し
、
裁
定
請
求
を
促
す
こ
と
」
に
つ

い
て
は
、
令
和
六
年
六
月
か
ら
、
同
機
構
に
お
い
て
、
当
該
者
に
対
し
て
、
年
金
請
求
書
及
び
年
金
の
請
求
手
続
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
に
よ
る
裁
定
請
求
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
の
「
繰
下
げ
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五



 

２ 

 

号
）
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
そ
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
・
・
・
前
に
当
該
老
齢
厚
生
年
金
を
請
求
し
て
い
な
か
つ
た
も
の
は
、
実
施
機
関
に
当

該
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
繰
下
げ
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
旧

共
済
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
た
と
し
て
も
旧
共
済
厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
後
に
新
規
加
入
し
た
厚
生
年
金
に
つ
い
て
別
に

裁
定
請
求
が
必
要
」
な
、
二
以
上
の
種
別
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
を
有
す
る
者
に
係
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
の
「
繰

下
げ
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
及
び
各
共
済
組
合
等
の
事
務
負
担
等
に
鑑
み
、
同
法
第
七
十
八
条
の
二
十
八
第
一
項

及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
第
三
条
の
十
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
「
一
年
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
他
の
期
間
に
基
づ
く
老

齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
」
等
に
該
当
す
る
と
き
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
の
「
繰
下
げ
」
の
申
出
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
繰
下
げ
が
で
き
な
い
・
・
・
の
で
あ
れ
ば
、

・
・
・
裁
定
請
求
は
要
し
な
い
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
」
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
十
分
説
明
を
受



 

３ 

 

け
な
か
っ
た
た
め
裁
定
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
者
」
の
状
況
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
る
権

利
に
係
る
消
滅
時
効
の
援
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
九
月
七
日
付
け
年
管
発
〇
九
〇
七
第
六
号
厚
生
労
働

省
大
臣
官
房
年
金
管
理
審
議
官
通
知
）
に
お
い
て
、
「
年
金
記
録
の
訂
正
を
行
っ
た
も
の
」
及
び
通
知
書
の
作
成
誤
り
や
説

明
誤
り
等
の
「
時
効
援
用
し
な
い
事
務
処
理
誤
り
と
認
定
さ
れ
た
も
の
」
の
場
合
に
は
、
「
時
効
の
援
用
は
せ
ず
、
年
金
を

支
払
う
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
個
別
の
事
実
関
係
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ

る
。 


